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大 阪 府 の 震 災 対 応

平成２３年３月１７日（木）

産経新聞

現地に多数の職員の方々が行っており、捜索・復旧支援等

にあたって頂いています。

しかし、まち全体が消滅するなど、現地での生活再建、人

生の再建が非常に厳しい状況であることから、大阪府では、

一時的に、あるいは長期的にも府営住宅また学生の方は府立

高校でお迎えし、再起を図って頂ければと考えています。

相談・対応開始は、平成２３年３月２２日（火曜日）から。大阪府／支援チーム
電話：０６（６９４１）０３５１（代表） 内線６３０７

０６－６２１０－９７７９（直通）
電話は、代理の方でもＯＫです。
時間は、当面９時００分～１８時００分の開庁時間のみ。

もし、みなさんのご家族・親族、友人・知人の方が、被

災されいてましたら、以上の情報を伝えてあげて下さい。

東北地方太平洋沖地震に被災し、大阪府内に転居することとなったた
め、在籍校へ通えない状況となった生徒、合格している高等学校への進
学ができなくなった生徒の方は、
大阪府教育委員会 高等学校課学事グループ
電話：０６（６９４４）６８８７

定例の大阪府議会 徹夜の末 閉幕
会期中に、先の大震災が起こり、被災地支援や大阪の状況

など、議論の尽きない議会となりました。
最終日には、否決された予算案などについて、地方自治法

改正で導入された「再議権」を大阪府議会では初めて、橋下
知事が行使し、閉会したのは朝６時３０分でした。
ＷＴＣへの府庁舎移転について

大阪議会２月定例会でも、かなり議論となりました。そも
そもは、本館の耐震が低く上町断層の上にあり危険というこ
とからスタートした議論です。

ＷＴＣは以前から、長周期振動が指摘され、対策予算も付
きました。しかし、実際の対策を実施する前に、今回の地震
が発生しました。従いまして、知事の答弁では、ＷＴＣにつ
いては、対策を講じ、再検討しますということでした。そし
て、府内の数箇所のビルで、エレベータが停止しました。Ｗ
ＴＣも、その内の１つです。ある一定の振動がきた時に、エ
レベーターは停止するように設計されています。逆に、エレ
ベーターが停止しなかったら問題だったのですが、これも長
周期振動の対策を実際に講じ、再検討が必要だと考えます。

大阪府の義援金は、『日本赤十字社大阪府支部』の受け付けに一本化。
受付期間：平成２３年３月１２日（土）～９月３０日（金）
義援金受付口座：郵便局・ゆうちょ銀行
口座記号番号 ００１４０－８－５０７
口座加入者名 日本赤十字社 東北関東大震災義援金
郵便局窓口での取扱いの場合、振替手数料は免除されます。本義援金は、半券
をもって受領証を兼用しています。

先の大震災で、犠牲になられたみなさまに、哀悼の意
を表しますとともに、
被災にあわれた皆様に、心よりお見舞い申し上げます。



定例会の最終日は、今までの代表質問や一般質問、各８常任委員会

での一般審査や知事質問などを集約して、各会派が討論を行います。

今回、本会議場にて、急きょ、私がやることになりました。ほんの

数分で原稿をまとめ、維新みんなの合意を得て臨みました。紙面の都

合上、みなさまにとって『なつかしい』部分を抜粋し掲載します。

８年前のちょうど今頃、みなさまに訴えていた内容です。「維新」

に所属しようとしまいと、まったくブレずにやっています。

任期最後の討論 本会議場にて

大阪維新の会の土井達也です。大阪維新の会を代表しまして、
今次定例会に上程されている諸議案について、態度と見解を申
し上げます。

～ 省 略 ～
世界最速の少子高齢化、結果としての人口減少、そして、低

成長・マイナス成長という時代認識の下、今までと同じように
過去の成功体験を前例踏襲しているだけでは、衰退は免れず、
国民負担・府民負担ばかりが、増大します。

この閉塞した時代を切り開くのは、リスクを取りながらも果
敢に挑戦し、過去の成功体験から脱却し、新たな成功事例を積
み重ねていくこと以外に、方法はありません。

小惑星探査機「はやぶさ」のプロジェクトリーダー川口淳一
郎さんは、「今の日本は『先進国病』に罹っている。大胆に発
想をチェンジしない限り、閉塞状況から抜け出すことはできな
い。若者たちは夢や希望を持つことを忘れ、挑戦しようともし
ない。これでは、悪循環に陥るばかり。また、最近の日本人は
とかく安定志向に走りがちで、冒険や挑戦をしない。「守りの
姿勢」でいるかぎり、いつまでたっても斬新なアイディアや大
きな成果は得られない」ということです。

大阪維新の会も勇気と情熱をもって挑戦を続け、新たな成功
事例を見出し、次の時代の扉を開けて参りたいと考えています。

～ 省 略 ～

大 阪 都 構 想 に つ い て
こういう形で、東京一極集中の危うさが明らかになったことは誠に

残念ですが、日本のことを考えても、国が機能不全を起こした場合に
備え、西日本全体のことにきちんと対応できる役所、政府レベルに匹
敵する役所を大阪に創っておく必要があると考えます。

今回の大震災に対して、まだまだ不十分なところはありますが、何
とか対応できているのは、東日本を中心に、東京に政府機能が集中し
ているからです。

いち地方都市に甘んじている「大阪府」から脱却し、ＯＮＥ大阪
『大阪都』の実現で、つよい大阪を創らなければなりません。


